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13    グローバルCOE・ 言語学コロキアム共催ワークショップ

   Language and cognitive processes : neurophysiological, developmental, and
   crosslinguistic perspectives

開催日 2008年2月26日

企画班 言語と認知

企画者 今井むつみ

講演者  Guillaume Thierry(University of Wales, School of Psychology), Sotaro

       kita(University of Birmingham, School of Psychology)

 認 知 ・.言語 班 で は、2月261-1に;田 キ ャ ンパ ス

東館4階 セ ミナーY:で イギ リスの バ ー ミンガム大 学

の喜 多 壮 太 郎 さん、 ウエ ー ル.ズ大 学 のGuillaume

Thierryさ ん の お二 方 を 講 師 にお 迎 え して ワー ク

ショップ を行 った。 喜 多 さんの講演 は"Spontaneous

speech…accompanying gesture as a window into

'
thinking-for-speaking:Insights from cross-

linguistic and developmental studies"と い う タ イ

トルで、 発 話 に と もな うジ ェスチ ャー と発 話 が どの

よ うな 関係 にあ るか を検 討す るた め、 英 語 、 トル コ

語 、 日本=L__4PP者が モ ノの 空 間 移 動 の動 きにつ い て

ス ピーチ を生 成 して も らい、 そ こで発 話 に伴 う ジェ

スチ ャー と発 話 の 関 係 を分 析 した研 究 が 紹 介 され

た。 移 動 の動 作 を言 語 表 現 す る際 、 英 語 は`'rOII

down the hill"の よ うに.・つ の動 詞 句 の中 に様 態

と動 きの軌 跡 を同 時 に盛 り込 むの に対.し、 口本 語 、

トル コ語 で は 「転 が りなが ら落 ちる」 の よ うに様 態

と動 きが 二 つ の句 に またが って 表現 され る傾 向 にあ

る。 その 際 の ジェ スチ ャー は発 話 の形 式 と一 致 し、

英 語 話 者 は様 態 の ジ ェスチ ャー と軌 跡 の ジェ スチ ャ

ー を珂 時 に盛 り込 むの に対 し、 口本 語 や トル コ語 の

話 者 は様 態 と軌 跡 を別 々 に 表 現 す る 傾 向 が 強 い。

しか し、 そ れ は話 者 の母 語 に 固 定 的 な傾 向 で は な

く、 英 語 話 者 で も発 話 が様 態 と移 動 を別 の 句 に分

けて表 現 す る よう な状 況 で は、 ジ ェス チ ャー もi.i本

語 話 者 、 トル コ語 話 者 の よ うに二 つ の要 素 を系 列

的 に行 う とい うデ ー タが示 され、 ジ ェスチ ャーが.言

語 表 現 の シ ンクロ した心 的 表 象 の 鏡 の よ うな機 能 を

果 たす とい う興 味 深 い 知 見 が 発 表 され た。Thierry

さんの 講 演 で はｰUnconsicous Lexical semantic

access in bilingualsP'と し・う題 で、 中国 語 を母 語 と

し、 英 語 を第 二 言 語 とす るバ イ リ ンガル話 者 の 無 意

識 の 言 語 処 理 にお い て、 母 語 で あ る1.{.:国語 が 無 意

識 に ア クセ ス され る こ とをERPを 用 いて鮮 やか に示

した研 究 が紹 介 され た。 この 実験 で は中 英 のバ イTJ

ンガル被 験 者 に英 語 の単 語 ペ アを提 示 し、.一=つの単

語 が 意 味 的 に関 連 して い るか ど うか を判 断 して も ら

った。 その 際 、 意 味 的 に は無 関係 の 申語 ペ アで、 母

語 の 中 国 語 で 形 態 素(漢 字)が 共 有 されて い る場

合 と形 態 素 の共 有 が ないペ ア を比べ る と、行 動 的 に

は二 つ の条 件 の 間 に 反応 時 間 やエ ラー率 に まった く

差 が 見 られ なか っ たが 、ERPで は よ り強 いN400の

反 応 が 得 られた 。 つ ま り行 動 に は表 出 され ない非 常

に微 妙 な 、無 意識 の レキ シカ ルプ ロセ ス をERPが 検

出で きる こ とを示 した研 究 で、 その 実験 手 法 の鮮 や

か さ と論 理 の 緻 密 さに魅 了 され た。

 年 度 末 の忙 しい時 期 で あ る に もか か わ らず、 東 館

セ ミナー 室 が満 員 で椅 子 が た りな くなる ほ どの盛 会

で 、2時 間 半 の 講 演 時 闘 が 終 了 した後 も予 定 時 間

を過 ぎて も多 くの 聴 衆 が 会 場 に残 り、 活 発 な意 見

を講 演 者 と交 わ して い た。

                (今井 むつ み)
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